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このナイトガートミに潜む問題は何か？
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バラファンクションから

歯列と顎関節を守る

ナイトガード製作の一考察
その理論と製作の実際

荒谷昌利

荒谷デンタルクリニック
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整形外科的安定，模
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thaiProtectsDentitionsandTMJsfromRarafunetion

このナイトガートミに施さ〕rLた配慮は？MasatoshiAraya

を装着させる，という提言が出されることが多いよ

うである．しかし①'は，たとえばポーセレンの破

折という現象やインプラントを適用した理由である

欠損歯に至った根本的な原因論が議論されないまま

の対症嬢法的な提言のように思われる．たとえ材質

を変えたところでポーセレンを破折させるエネル

ギーを減少させられるわけではないだろう．

②'にしても，製作時に起こりうるある重要な現

象を見落としたまま，ただやみくもにナイトガード

が製作されている感が筆者には否めない．

そこで本論文では，先に挙げた2つのテーマに共

通する根本的問題点を踏まえ，多くの日常臨床で導

入されているナイトガードあるいはマウスガードの

問題に焦点を絞り，その解決法に関する筆者の考え

を紹介してみたい．

はじめに

日常|臨床において，臼歯部に装着したポーセレン

の破折や繰り返し生じるインレーの脱離，さらには

最後臼歯部インプラント上部構造の破壊などのトラ

ブルは，決して希有なことではないだろう．それに

関して議論となる代表的なテーマには，①機能時に

おいて装着した補綴物を破壊から|坊ぐためにどのよ

うな材質を用いるべきか，②非機能時，とくに夜間

のパラファンクションから装着した補綴物を守るに

はどうしたらよいか，の2つが挙げられるだろう．

そして，これらに対する解決策としては，それぞれ，

①，大臼歯部1唆合面あるいは大臼歯部におけるイン

プラントの上部構造には可能な限り割れにくい材質

を用いることが愛明だ，②，睡眠時にナイトガード
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